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2025-26年度会長　佐藤美奈子

福島ロータリークラブ会報 15vol.

2025.11.13 Thu

例 会 次 第

会 長 あ い さ つ

　はじめに、福島稲荷神社 宮司 丹治正
博会員が、この度の秋の叙勲、瑞宝双光
章の栄に浴されました。心よりお慶び申
し上げます。そして本日は地元マスコミ
各社の皆様にご来訪いただいておりま
す。会員一同皆様のご来訪を心より歓迎

申し上げます。
　さて、今日は、午前11時よりマスコミ懇談会を開催し、地
元新聞社、テレビ局、ラジオ局の皆様にお集まりいただき、福
島ロータリークラブの現状と、クラブの奉仕活動、75周年記
念事業などについて、ご説明させていただきました。マスコ
ミ各社の皆様からは、理想的なマスコミへの発信の仕方、例
えばストーリー性のあるものやプレスリリースの適切な時
期などについて貴重なご意見、ご提案を賜りながら、和やか
な雰囲気の中懇談させていただきました。スポGOMI大会な
ども来年は6回目となることから、ギネス記録にチャレンジ
することや参加コスチュームに変化をつけることを求めるな
ど、工夫を凝らすとニュースとしてピックアップされやすい
との助言も賜り大変勉強になりました。最近はロータリーク
ラブの奉仕活動事業も以前に比べて、新聞に掲載されている
頻度も多くなったように感じていますが、一般市民の方々に
とっては、まだまだロータリーの認知度は低いのが現状です。
引き続き、福島ロータリークラブとしては、情報発信の方法
を工夫しながら、ロータリークラブの様々な事業について、
多くの市民の皆様にご理解を賜りたいと考えています。
　先日福島東稜高校インターアクトクラブのグローカル研
究発表会に参加してまいりました。災害対応に関して、イン
ターアクトクラブの生徒さんたちから一人一人プレゼンして
いただきました。その中で、個人的にとても印象に残った事
業をご紹介いたします。
　災害が発生すると、支援物資が避難所に届きます。洋服や
食べ物など多岐にわたっているようですが、残念ながら、本
当に必要な支援物資が届かないことが問題になっています。
一番困っているのが、千羽鶴だそうです。千羽鶴には被災者
への思いが込められていますので、捨てられないうえに、飾
る場所も大幅に超えるくらいの多くの千羽鶴が届き収納場所
に困っているそうです。そこで、彼が提案したのが、千羽鶴を
模した蝋燭や千羽鶴のマークが描かれた商品を制作し販売す
ることや千羽鶴が描かれたラベルの付いた飲料水や飲料、缶
詰を製作し、その飲料水や飲料、そして食品を被災者に届け
ることでした。さらに、消費者がそれらの商品を購入するこ
とで、売り上げの一部を寄付金として、被災地に送るといっ
たものでした。千羽鶴に込められた支援者の思いも届けられ、
さらに支援金も届けられ、素晴らしい取り組みだと思いまし
た。福島東稜高校では、今回の発表をさらに具体化し、来年福
島県で開催される全国インターアクト大会にて発表できるよ
うに修正していくそうです。是非、福島ロータリークラブで
もその前に発表の機会をつくり、若い感性を持った高校生か
らの提案を皆様と共有できたらと考えています。
　また、10月末のワークウエア例会ですが、ロータリーの友
1月号に4ページ見開き、写真付きで掲載されることになりま
した。当日の例会で話し合われた議事録は、情報小委員会に
てまとめていただいており、来週皆さまのお手元に届く予定
となっています。①仕事で大切にしていること、②「四つのテ
スト」を仕事にどのように応用させているかなどについて話
し合っていただきましたが、皆様が共通してお話ししていた
ことの中に、お客様、社員、地域社会との信頼関係の重要性、
公平であり、公正であることを目標にしていること、利潤を
追求する企業ではあるが、奉仕の気持ちを大切にしているこ

と、社員を否定しない姿勢の大切さ、顧客と社員に寄り添う
ことの重要性などが取り上げられていました。
　会員の皆様の仕事に対する真摯な姿勢が、皆様の人間性を
も表しており、これらのことをお話しいただいたことで、お
互いの職業だけではなく、人柄も理解することができ、新た
な発見の場、学びの例会の場となりました。来週の会報、そし
て1月号のロータリーの友の記事を楽しみにしていただき、
さらに福島ロータリークラブが地域で輝いていくことを願
い、会長挨拶とさせていただきます。  

国歌斉唱　ロータリー・ソング｢奉仕の理想｣
	 ソングリーダー　村山由美子 会員

｢四つのテスト｣唱和	 河田 亨 委員

お客様並びに来訪ロータリアン紹介
	 古俣 猛 SAA
　福島民報社　編集局次長兼報道部長
	 渡部総一郎 様
　福島民友新聞社　報道部長	 飯沢賢一 様
　福島テレビ　報道部長 	 須田浩元 様
　テレビユー福島　ビジネスソリューション
	 局長　青柳 浩 様
　㈱福島中央テレビ　福島支社長
	 近藤 潤 様
　㈱福島放送　福島支社長	 大内 徹 様
　㈱ラジオ福島　編成局次長兼放送部長
	 手塚伸一 様
　NHK福島放送局　副局長	 沖田 昭 様

RLI修了証伝達
　国際ロータリー第2580地区
　　　RLIパートⅠ修了証　	 横山 淳 会員
　国際ロータリー第2530地区
　　　RLIパートⅡ修了証
	 横山 淳 会員・八巻恵一 会員

瑞宝双光章 受章のお祝い
福島稲荷神社　宮司　丹治正博 会員

11月誕生お祝い

■各委員会報告
　公共イメージ委員会
　「友」11月号紹介	 五阿弥宏安 委員長
　例会小委員会
　ニコニコBOX担当	 藤島憲明 委員

村山由美子 会員

河田 亨 委員

古俣 猛 SAA

横山 淳 会員

八巻恵一 会員

丹治正博 会員

五阿弥宏安 委員長

藤島憲明 委員
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本日のプログラム

　11月13日、マスコミ懇談会が開催されました。マス
コミ各社報道責任者の皆様に出席いただき、当クラブの
2025-26年度の活動報告と、活動をより広く市民へ伝え
るための意見交換が行われた。

１．会長挨拶・クラブ活動報告
　佐藤会長より、今年度の主な活動について説明が行わ
れました。
■スポGOMI大会（9月28日開催）

福島市内各所で一斉に清掃を行い、過去最大規模の参
加者数となった。今年は「知のタスキ市」と連動し、本
を介して地域をつなぐ新たな取り組みも実施した。
■ベビースタイ寄贈事業

福島市が行う乳児家庭訪問に合わせ、ベビースタイ寄
贈を開始。福祉施設の利用者による製作依頼を行い、地
域福祉との連携も生まれている。家庭訪問に同行し、直
接手渡しすることで、大きな喜びの声が得られた。
■福島刑務所への古本寄贈

読書を通じた更生支援として、福島刑務所へ書籍寄贈
を予定。
■フィリピン・マリキナRCへの1000ドル寄贈

長年継続して支援している国際奉仕事業。現地施設の
改修支援などに活用されている。

　これらの活動は「75周年記念事業」としての性格も持
ちますが、会長からは「単発に終わらせず、市民や子育
て家庭の安心と希望につながる活動へ継続発展させた
い」という思いが語られました。

２．メディア各社からのご意見
　各社の報道責任者の皆様からは、以下のような多角的
な助言をいただきました。
■福島民報社（渡部様）

スポGOMIもベビースタイも優れた事業。
少子化時代には「地域が見守っている」というメッセー
ジが特に重要。
5回目となったスポGOMIには、新しい切り口がある

と取り上げやすい。
■福島民友新聞社（飯沢様）

選挙に近い時期など、写真に候補者が写ると扱いづら
いため、実施時期も考慮するとよい。
会長自身が「渡す」「参加する」など主体的に関わると
訴求力が上がる。
■NHK福島放送局（沖田様）

偶然、休日の街でスポGOMIの様子を見て「清々しさ」
を感じた。
事前広報が強化されると効果的。
SNS活用が弱い。得意な会員が担えば良い情報発信が
できる。
ギネス挑戦などの大きな旗印も有効。
■福島テレビ（須田様）

日曜開催イベントは放送枠の関係で難しいが、「人に
焦点を当てたストーリー」があれば取り上げやすい。
ベビースタイは子育て企画と連動させれば効果的。
■テレビユー福島（青柳様）

ニュースバリュー・視聴者メリット・ストーリー性の
３点が重要。
ベビースタイ寄贈は「背景」が説明されると深掘りし
やすい。
スポGOMIは絵として非常に魅力的。
■福島中央テレビ（近藤様）

スポGOMIの大規模さに驚いた。恒例化すれば季節の
風物詩として定着する。
ベビースタイは「いい育児の日」など時期を合わせる
と取材しやすい。
■福島放送（大内様）

スポGOMIは弊社でも開催しており、若者・学生の参
加が増えている。
SNS発信は欠かせない要素になっている。
■ラジオ福島（手塚様）

一般の方々にはロータリーがどんな団体か、「ロータ
リーとライオンズの違い」がまだ浸透していない。
名刺交換・訪問などの人間関係づくりが報道機会を広
げる。
ニュースリリースが届いていない可能性がある。

■福島民報社
　編集局次長兼報道部長

　渡部総一郎 様

■福島民友新聞社
　報道部長

　飯沢賢一 様

■福島テレビ㈱
　報道部長 

　須田浩元 様

■㈱テレビユー福島
　ビジネスソリューション局長 
　青柳　浩 様

■㈱福島中央テレビ
　福島支社長
　近藤　潤 様

■㈱福島放送
　福島支社長
　大内　徹 様

■㈱ラジオ福島
　編成局次長兼放送部長
　手塚伸一 様

■NHK福島放送局
　副局長
　沖田　昭 様

福島ロータリークラブ

　佐藤美奈子 会長　　　横山　　淳 会長エレクト
　八巻　恵一 副会長　　佐藤　充孝 幹事

■公共イメージ委員会
　五阿弥宏安 委員長　　村山由美子 委員
　森下謙太郎 委員

■情報小委員会
　渡辺　泰子 委員長　　安部　　守 委員

■RID2530 公共イメージ委員会
　善方　邦彦 委員長（福島RC）

■RID2530 県北第一分区
　相良　元章 ガバナー補佐（福島RC）

マスコミ懇談会（11：00〜）　報道関係各社よりご挨拶

マスコミ各社出席者
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３．クラブ側からの質問・応答
■ニュースリリースの作り方は？

メディア側からの回答：
1枚に簡潔にまとめること
冒頭に「結論・重要ポイント」を置く
電話が確実につながる担当者名を明記
■取材依頼のベストタイミングは？

参加者募集型 → 締切前に早めの依頼
当日取材を狙う場合 → 週の前半（開催の5日前〜3日前）
ルール：新聞は柔軟に対応可／ TVは早めの相談が望
ましい

４．クラブ全体としての主な課題認識
①PRが弱く、情報が届け切れていない

ニュースリリースの量・質ともに改善の余地があり、
記者まで情報が届いていないケースがある。
②活動のストーリー性の不足
「何をした」だけでなく、誰が、なぜ、どんな思いで、ど
んな課題に向き合って取り組むのかという物語が重要。
③SNS発信の不足

若者・一般市民への認知拡大のため、SNS運用を強化
すべき。

得意な会員の活躍の場としても有効。
④メディアとの事前コミュニケーション不足
「終わってから知らせる」では遅い。
事前相談、情報共有、各社への挨拶回り、担当者の固
定が必要。
⑤他団体・行政との連携不足

子育て支援や地域福祉では、同種の事業を行う団体が
多数存在。より広い視点での連携・協働が求められる。

［今回の懇談会を通して］
伝わる発信を意識した事業設計へ転換する

「ストーリー性」「共感」「人の姿」を大切に
ニュースリリースを再構築し、委員会横断で作成
SNS発信を強化し、市民への認知を拡大
メディアとの関係を深め、事前相談を積極的に実施
活動を単発で終わらせず、地域に根付く事業へ育てる

最後に会長から
「市民の暮らしに寄り添う活動を、福島の未来のため
に継続していきたい」との言葉が述べられ、懇談会は
締めくくられました。

司会　 	 公共イメージ委員会　五阿弥宏安 委員長
１.　開会　11：00
２.　出席者紹介（＊左記参照）
３.　挨拶　福島ロータリークラブ　	 佐藤美奈子 会長
４.　説明　福島ロータリークラブ　	 五阿弥宏安 委員長
５.　2024-25 年度の活動
　　＊クラブ現況説明
　　　福島ロータリークラブ　	 佐藤美奈子 会長
　　＊クラブ実施計画説明　　	 佐藤美奈子 会長
　　＊その他
６.　各メディア関係者の皆様よりご意見等
７.　閉会　12：20

ポリオ根絶：ビルゲイツ氏 Interview
The optimist　楽観主義者　ROTARY 10月号から
横書きP20 〜 P25
　国際ロータリーとゲイツ財団は、今後3年間で最大4億5,000
万ドルをポリオ根絶活動に投入することを共同で表明しまし
た。ロータリーは今後も年間5,000万ドルの資金調達を継続し、
その1ドルごとにゲイツ財団が2ドルを上乗せする形で資金が
拠出されます。
　今回の決断に至った理由や彼の財団の遺産についての考え、
そして今後の展望について知るために、 『ROTARY』 でゲイツ
氏にいくつかの質問を投げかけました。今年10月、70歳を迎
えたゲイツ氏は、その全てに書面で回答しています。

ロータリーの友 1 1 月号
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■本日18時30分より岩瀧酒蔵にて親
睦小委員会が開催されます。委員の
皆様宜しくお願いいたします。

■11月ロータリーレートは1ドル154
円となりますのでお知らせいたし
ます。 佐藤充孝 幹事

幹 事 報 告

株式会社サンライト
代表取締役社長　　吉田大樹 会員
土の底から、秋の宝探し
　10月の初旬、会員である岩見さん
の畑で初めての落花生掘りを家族
と一緒に体験しました。

　葉が茂る根元の部分を引き上げると、土の中か
ら次々と落花生の房が現れます。正直、落花生が土
の中から出てくることを私は知りませんでした。
泥にまみれたその姿は、まるで地中に隠された宝
物のよう。たくさんの落花生が生っており、みんな

「すごい」と歓声を上げながら、夢中で土掘りをし
ました。
　その後、収穫したての落花生を茹でていただき、
ホクホクとした食感と、香ばしさが格別で、大変美
味しかったです。バーベキューを一緒に行ってい
ただきましたが、最高のおつまみになりました。岩
見さんに感謝です。

私のひと言

メッセージ会員
■氏家 有紀 会員
　皆さんのお手元に、エルティがいちから作ったおせちのご案
内を置かせていただきました。ぜひご覧ください。担当は、氏
家です。宜しくお願いいたします。
■内池 浩 会員
　誕生祝、ありがとうございます。
■小原 敏 会員
　日頃より東稜高校にご指導いただき厚く御礼申し上げます。
お陰様で男女バスケットボール部は今年も男女W（ダブル）で
ウィンターカップ2025全国大会へ出場します。皆様の温かいご
声援ご支援宜しくお願いいたします。
■加藤 義朋 会員
　河田会員のスピーチを楽しみにしています。
■佐藤 英典 会員
　誕生祝ありがとうございます。
■鈴木 恭一 会員
　先月から、福島赤十字病院全館でフリー Wi-Fiを使える様に
なりました。地域から愛される病院を目指しますので、今後も
宜しくお願いします。
■丹治 正博 会員
　このたびは図らずも、秋の叙勲を受章することとなりました。

世の中を少しでも良くするために、微力を尽くしてきましたが、
皆様のお支えの賜物と感謝に堪えません。
■仲尾 雅至 会員
　今週末16日（日）「第37回ふくしま駅伝」が開催されます。白
河から福島まで、各市町村代表がタスキをつなぎます。放送と
ネット配信でお届けします。ぜひご観戦と応援を。
■横山 淳 会員
　本日は各メディアの皆様、貴重なご意見ありがとうございま
した。
■渡邊 又夫 会員
　いい事があったので。
■佐藤 美奈子 会長
　マスコミ懇談会、地元マスコミ各社の皆様に大変お世話にな
りました。勉強になりました。

他に
安藤正明／井田裕子／大槻美恵子／大橋真孝／岡田新也／奥 
一正／小原孝嗣／菅野 晋／古俣 猛／相良元章／佐藤 有／佐藤
良智／塩塚圭輔／菅沼 裕／鈴木朋恵／善方邦彦／反後太郎／
坪井大雄／中尾 勉／中川宏生／箱岩 偉／福地重信／藤井 守
／藤島憲明／本多修一朗／本田裕一／村上守人／村山由美子
／森下謙太郎／八巻恵一／吉田大樹

 　本日の投入額 42件　 報告　藤島憲明 委員ニコニコBOX報告

■江花　　亮 会員
　昭和10年11月10日
■佐藤　英典 会員
　昭和21年11月7日
■菅沼　　裕 会員
　昭和38年11月8日
■荻野　誠也 会員
　昭和48年11月20日
■勢島　　尚 会員
　昭和50年11月22日

■内池　　浩 会員
　昭和18年11月22日
■佐藤　　稔 会員
　昭和35年11月27日
■佐藤　久典 会員
　昭和46年11月19日
■佐藤　良智 会員
　昭和49年11月28日　

11月誕生お祝い おめでとうございます

瑞宝双光章  受章のお祝い R L I 修了証伝達

■福島稲荷神社
　宮司　丹治正博 会員

■国際ロータリー第2580地区
　RLIパートⅠ修了証　	 横山 淳 会員
■国際ロータリー第2530地区
　RLIパートⅡ修了証　	 横山 淳 会員
　　　　　　　　　　　 八巻恵一 会員


